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ですから ■栞的にはマイクロマシンなどよう遇かに小さいナ

ンマシン ナノラ (イスの部畠になるかも  とい うことも想

●さllます

JЮ 8年 学内責金による日本大学の代表と

`う

ような研究フロ

ジエク トの公Jが め ました それまで私は理工学駆 D八 イテ

クリサーチセンターtCOE～ の応

"(日

の目は見ていませんが,

●に携わっていました それらのメンバーを中心に それまでの

研剛π果を員分野と融合させてきらに発展させられるようなフ

ロジエク トを作ろうとしヽう諮になり 文理学llや医学部の先生

方に声をか す 研究甜画を燎 りました 理工学部には輌畷::llや

量子情報など慣輌分llで 文理学部には太目電池や燃料●池な

どエネルギー●■lで 医学日にはナンバイオ医象で実口を中 ア

た先生方がおられました ディスカッションの中で 「オノ枷口J

と「光Jそして両者を結びつける「■子Jというキーワー ドが澤か

び上がってきました ナノ鶴嘱 を実遍のこ口とした光や●子が

日わる疇 を追求 しようという患気込,と それを口打ち

する計目を含めたのが 私通のフロジエク トです[目Ol

,鴻 べたダブルデッカーボルフィリン絡体は 回転と言つても

奥は 熱遍励によつて勝手に向きを変えているだけです そこで

分子の回転をナノ電Iで コン トロールできる分子回|●黒子を劇

るという計目を立てま した I研 究チームに

`ナ

ノ■日を作

製できる研究者が■子科学研究所に 分子1つの発光を測定でき

る研究者が文燿学部に 微小領域の日渇 をll●できる研究者が

理工学

“

にいたので 来嗣研究をスター トしました また この

コ田は201に 度から¨ 願重千酬 ユプログラミングJ

の公ヨ研究にも裸択 され

―

も尋人できました 宇邸■■l

のII目があoた ればこそ

…

ったと思います

日 しボルフィリン
`ヒ

8■ にも全く異Ooた 用途があります 倒

えば ボルフィリン4L3■ を騒綱ヨに■めておいてレープー光

セ照

"し

て自ロロを死こさせ

…

法です ただしレー

ザー光は主体網=を 透通しにくしヽので はの表面にある目にし

力■ 用できません そこで 圧研究チーム カ医学部の晉兄■のア

イデイアで 体を通燿する凛 を使って光摯力事巳痣 こ遍用する

という研究に取り組むことになりました そのために轟 を嘔収

すOl17しフイリン化台亀 をいくつか合配しました 培■日鳳 レ

ベ,め 輿瞼で効果があること力鼈 かめられ 2010年 NU3:Cか

ら[ポルフィリン携導体および波射線力学察法におけるそのiリ

用Jと して特許出願しました

島腱的な研兄が ナフ初買という共通項を通 して 圧研究フロ

ツェク トの霙分野と出会うことによって 新しい科学を閾拓 し

新しい技術を開発しようとしヽう研究につながっています こ研

究フロジエク トではこれ以外にも多 くの分野融合型 学部遭樹

製研究闘■がスター トしてしヽます ホームベージ(日本大学の

トッフベージからリンクされています)でも研究屁果を剛 日して

し燎 すのでごIIいただければ幸いです
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私自身は

―

専円で い をデザイ ンし 合に し

…

だ

化合亀 が形威するナン横 を明 らかにして ナノロ遭由来の■

籠 特に電子や光が出わる曖腱を明らかにするといつた 比較釣

壼●的

`研

究をしてきました 最近の面日い威県を1つ紹介しま

しよう ある種の分子 ま 2枚の円盤が1,つ 丸い金田原子をはさ

みこんだ輌造を しています ボルフィリンという円璧状の分子

02校 口なっていることからダブルアッカー41ルフィリン饉体

と呼ばれます 教 の円盤は 金属原子をボールペアリングの

ポールのように利用して 互いに回にするということがいわれ

ていました しかし 回転するのを「見たJ人はIIもいませんでし

た 図0ま 大学院生の1蟻 司くんの威果で その分子の口I・●

をはじめて[印 Jヽerす ポィン トは分ヂ わデザインと それを

実口に合威 したということと お り強く鳳熙を曖けたというこ

とです 何せ回転するのはE径 が1ナフメー ト,kい う分子,つ

l犠
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